
 

成果の説明書 

(氏名) 木下まゆみ (学部) 経済学部 

１ 重要事項 

◆研究  

・集団討論に関して  

科学研究費助成金基盤研究(c)に採択された研究課題<「協同知」の形成における視線の

役割――集団討論での聞き手の同期性に注目して>に関して、機械学習による視線配布の

コーディングの実施、その対話の質との関連を今年度発表する予定である。 

 

・学会参加 

 日本心理学会、日本行動計量学会、および研究・統計に関するセミナー（「ChatGPT

時代のテキストマイニング－頻度から意味へ－」「二値・多値データの潜在変数モデリン

グとその応用」） 

 

・その他 

 生成 AIの活用方法に関する情報収集を、セミナー参加（「生成 AI（Copilot・ChatGTP）

の有効活用による高精度な RAG（検索拡張生成）構築」）等により行った。 

 

◆授業以外の教育への取り組み 

教職実践演習の受講者を対象にワークショップ開催した。インプロ・ジャパンより講師

を招聘し、即興劇に基づくコミュニケーション・ワークをハイブリッド形式で実施した。 

 

 

２ その他の事項 

 

 

 

 

３ 次年度以降の計画・抱負 

 今年度は科研費最終年度であり、これまでに得たデータをまとめ、学会発表ならびに

論文刊行を行っていく予定である。これまで、集団討論の質の評価、参加者の視線配布

の様相、およびそれらの関係性について成果を発表してきた。今後は、下記の生成 AIの

活用を含め、視線配布のコーディングに関する信頼性の高い研究手法を探る。 

 集団討論を活性化する方法について、探索的な試みを行い、一定の成果を得ているが、

上記のコーディングを活用し、その検証をさらに進める。 

 

 

 


